
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　薄鋼板を略Ｕ字状に成形した軽量溝形鋼をビス接合して形成するスチールハウスにおけ
る小屋組構造の施工法であって、
　最上階壁の第一の上梁材と、これに対峙する第二の上梁材 を連結する天井根太材を配
置する工程と、
　

を有することを特徴とする小屋組構造の施工法。
【請求項２】
　薄鋼板を略Ｕ字状に成形した軽量溝形鋼をビス接合して形成するスチールハウスにおけ
る小屋組構造であって、
　最上階壁の第一の上梁材と、
　これに対峙する第二の上梁材

を連結する天井根太材と、
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と

第一の上梁材または第二の上梁材または天井根太材の上に構造用合板を配置する工程と
、
　該構造用合板の上に、溝形鋼を上下枠に用い、リップ溝形鋼を縦枠に用いることにより
構成された屋根三角形壁を設置する工程と、
　該屋根三角形壁を相互に連結する棟木材を、設置する工程と、
　垂木を、前記棟木材と前記第一の上梁材および前記第二の上梁材のぞれぞれに架け渡し
て設置する工程と、

と、
　前記第一の上梁材と前記第二の上梁材と



　 第一の上梁材または 第二の上梁材または 天井根太材の上に配置
と、

　該構造用合板の上に設置

　

を有することを特徴とする小屋組構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、広くは建築物の小屋組構造に係わり、特に薄鋼板を略Ｕ字状に成形された軽
量溝形鋼ビス接合して形成するスチールハウスの小屋組構造およびその施工法に関するも
のである。
【０００２】
【従来の技術】
　図４は従来の小屋組構造の実施の形態を示す斜視図、および図５は同じく他の形態を示
す斜視図である。一般的にスチールハウス等の枠組み壁工法による建築物の施工において
は、まず１階床→１階壁→２階床→２階壁へと下部構造から順に最上階壁５の立設施工ま
でを行ってから、小屋組構造の施工としてあらかじめ組み立てた屋根トラス１を最上階壁
５上へ直に設置している。その後、最上階壁５上の水平面の剪断剛性を確保するため、最
上階天井面の下地材を兼ねるトラス下弦材および天井根太への水平ブレース２の取付け（
図４参照）、またはトラス下弦材および天井根太下面への構造用合板３の取付けを行って
いた（図５および図６参照）。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　上記のような従来の小屋組構造の施工においては、背が高く重い重量がある屋根トラス
を最上階壁上へ直に立設施工するため、安全な足場を確保し施工することが大変であり、
また、水平ブレース、構造用合板の取付け作業は上向きビス打ち作業となり施工性の悪い
ものであった。また、上弦材、下弦材に対し背中合わせでつか材、斜材をビス接合するこ
とにより形成されるトラス側面への石膏ボードの取付けは困難なことから、小屋裏空間を
利用した部屋を形成する場合には、別途内装下地を用いなければならなかった。
【０００４】
　本発明は、上記のような課題を解決するためになされたもので、小屋組施工の際の作業
の安全性、施工性を改善するとともに、建物の水平剛性を向上させ、建物の高断熱化を容
易にする小屋組構造を得ることを目的としたものである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　本発明に係る小屋組構造の施工法は、薄鋼板を略Ｕ字状に成形した軽量溝形鋼をビス接
合して形成するスチールハウスにおける小屋組構造の施工法であって、
　最上階壁の第一の上梁材と、これに対峙する第二の上梁材 を連結する天井根太材を配
置する工程と、
　

を有するものである。
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前記 前記 前記 された構造
用合板

され、溝形鋼を上下枠に用い、リップ溝形鋼を縦枠に用いるこ
とにより構成された屋根三角形壁と、

該屋根三角形壁を相互に連結する棟木材と、
　前記棟木材と前記第一の上梁材および前記第二の上梁材のぞれぞれに架け渡して設置さ
れた垂木と、

と

第一の上梁材または第二の上梁材または天井根太材の上に構造用合板を配置する工程と
、
　該構造用合板の上に、溝形鋼を上下枠に用い、リップ溝形鋼を縦枠に用いることにより
構成された屋根三角形壁を設置する工程と、
　該屋根三角形壁を相互に連結する棟木材を、設置する工程と、
　垂木を、前記棟木材と前記第一の上梁材および前記第二の上梁材のぞれぞれに架け渡し
て設置する工程と、



薄鋼板を略Ｕ字状に成形した軽量溝形鋼をビス接合
して形成するスチールハウスにおける小屋組構造であって、
　最上階壁の第一の上梁材と、
　これに対峙する第二の上梁材

を連結する天井根太材と、
　 第一の上梁材または 第二の上梁材または 天井根太材の上に配置

と、
　該構造用合板の上に設置

　

を有するものである。

【発明の実施の形態】
実施の形態１．
　図１は本発明に係る小屋組構造の実施の形態１の架構状態を示す斜視図、図２は最上階
壁上のプラットホームの架構状態を示す拡大斜視図、図３は小屋組構造の架構状態を示す
拡大斜視図である。図において、１０は最上階壁５の上に架設されプラットホームで、最
上階壁５の上端部に軽量溝形鋼を伏せた状態に設けている最上階上枠１１に架設される。
その手順は、１階床→１階壁→２階床→２階壁と下部構造から順に施工された最上階壁５
上において、まず、桁行き方向に沿った最上階壁５上部の第１の梁材としての最上階上枠
１１上へ、前記第１の梁材と対峙するように第２の梁材として軽量形鋼の溝形鋼１２を開
口が建物内部に向くようにビス接合する。さらに、天井根太材としてリップ溝形鋼１３を
横方向に開口させて、前記溝形鋼１２の中側へ差し込んで直交する方向に架け渡し、ビス
接合する。前記リップ溝形鋼１３上に板材として構造用合板３を千鳥に配置し、所定間隔
でビス止めしてプラットフォーム１０を構成する。

　次に、前記プラットフォーム１０上で、溝形鋼を上下枠に用い、リップ溝形鋼を縦枠に
用 より構成した屋根三角形壁２０を組
み立て、あるいは地上で組み立てた屋根三角形壁２０をプラットホーム１０上の所定の位
置に立設してビス接合する。前記屋根三角形壁２０に棟木２１、母屋２２を差し渡し、さ
らに垂木２３を架ける垂木方式屋根の小屋組が完成する。

】
　上記のように構成された小屋組構造においては、最上階壁上の最上階上枠上へ溝形鋼を
接合し、これにリップ溝形鋼を架け渡し、構造用合板を千鳥に配置して所定間隔でビス止
めしたプラットフォームを構成したので、最上階壁上水平面の剪断剛性を大幅に向上でき
る。また、最上階壁上へのプラットフォームの施工は、全てのビス打ちが下向き作業であ
る。さらに、上部架構の際の足場となる。構造用合板が屋根三角形壁からの熱の伝達を抑
制する。屋根三角形壁は直接石膏ボードが貼り付けられる。
　さらに、本発明においては、全ての垂木材につか材が必要でないから、板材と複数の

の間に屋根裏部屋を確保することが可能になる。

【発明の効果】
　以上のように本発明によれば、従来のトラス下弦材および天井根太への水平ブレース、
構造用合板の取付けの代わりに、溝形鋼、リップ溝形鋼および構造用合板により最上階上
に強固なプラットフォームを構成することにより、最上階壁上水平面の剪断剛性を大幅に
向上させることができる。また、最上階壁上へのプラットフォーム施工では、全てのビス
打ちが下向き作業であるため、水平ブレース、構造用合板の取付け時の上向きビス打ち作
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【０００６】
　また、本発明に係る小屋組構造は、

と、
　前記第一の上梁材と前記第二の上梁材と

前記 前記 前記 された構造
用合板

され、溝形鋼を上下枠に用い、リップ溝形鋼を縦枠に用いるこ
とにより構成された屋根三角形壁と、

該屋根三角形壁を相互に連結する棟木材と、
　前記棟木材と前記第一の上梁材および前記第二の上梁材のぞれぞれに架け渡して設置さ
れた垂木と、

【０００７】

【０００８】

い、縦枠を上下枠に差し込んでビス接合することに

【０００９

屋
根三角形壁
【００１０】



業と比べ大きく作業性が改善される。
　最上階壁上に施工されたプラットフォームは屋根三角形壁を取り付けるための自由に動
き回れる足場となり、従来の屋根トラスを最上階壁上に直に立設する作業と比較し飛躍的
に作業性が向上し、十分な安全性が確保される。
　従来の屋根トラスを最上階壁上に直に立設する構造では、屋根トラスからの熱が直接最
上階壁上枠の溝形鋼に伝わるため、建物の断熱化が困難であった。本発明では、プラット
フォーム上面を構成すると構造用合板により屋根三角形壁からの熱の伝達が抑えられるた
め建物の断熱化が容易となる。
　リップ溝形鋼を背中合わせにビス接合し形成される屋根トラスと比べ、屋根三角形壁は
溝形鋼を上下枠に用いリップ溝形鋼を縦枠として上下枠に差し込み、ビス接合することに
より製作されるため、直接石膏ボードを貼り付けることができるため、内装仕上げが容易
となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の小屋組構造の実施の形態１の架構状態を示す斜視図である。
【図２】　本発明の小屋組構造の実施の形態１の最上階壁上のプラットホームを示す拡大
斜視図である。
【図３】　本発明の小屋組構造の実施の形態１の架構状態を示す拡大斜視図である。
【図４】　従来の小屋組構造の実施の形態を示す斜視図である。
【図５】　従来の小屋組構造の他の実施の形態を示す斜視図である。
【図６】　図５の部分拡大図である。
【符号の説明】
　５　最上階壁
　１０　プラットホーム
　１１　最上階壁上枠
　１２　溝形鋼
　１３　リップ溝形鋼
　１４　構造用合板
　２０　屋根三角形壁
　２１　棟木
　２２　母屋
　２３　垂木
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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